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東
京
岡
山
県
人
会

第
五
十
四
回
岡
山
県
人
の
集
い

賑
や
か
に
開
催

東
京
岡
山
県
人
会
の
平
成
十
五
年
度
総
会
と
第
五

十
四
回
県
人
の
集
い
が
、
九
月
五
日
（
金
）、
東

京
・
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
約
四
五
〇
人
の
参
加

の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
界
で
活
躍
す

る
県
出
身
者
の
ほ
か
、
地
元
岡
山
か
ら
は
石
井
正
弘

県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
関
係
者
、
さ
ら
に
は

岡
山
経
済
界
の
代
表
者
の
方
々
に
も
多
数
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
話
と
味
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
総
会
で
は
、
小
長
啓
一
会
長
（
Ａ
Ｏ
Ｃ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
）、
橋
本
徹

副
会
長
（
ド
イ
ツ
証
券
会
社
東
京
支
店
会
長
）
が

再
任
さ
れ
、
二
人
増
と
な
っ
た
副
会
長
に
は
近
藤

晃
日
本
航
空
シ
ス
テ
ム
常
任
顧
問
と
松
尾
道
彦
日
本

海
事
財
団
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
「
県
人
の
集
い
」
で
は
、

小
長
会
長
が
「
東
京
に
い
る
県
人
に
と
っ
て
心
の
古

里
は
岡
山
。
県
人
会
を
よ
り
充
実
し
、
郷
土
岡
山
の

発
展
に
寄
与
し
た
い
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
橋
本
龍
太
郎
元
内
閣
総
理
大
臣
の
祝
辞
、

石
井
正
弘
岡
山
県

知
事
か
ら
郷
土
岡

山
の
近
況
報
告
を

兼
ね
た
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
後
、
岡

山
地
酒
の
四
斗
樽

が
威
勢
の
良
い

「
ヨ
イ
シ
ョ
」
の
か

け
声
に
合
わ
せ
鏡

開
き
さ
れ
、
岸
本

泰
延
名
誉
顧
問

（
昭
和
電
工
顧
問
）

の
音
頭
で
乾
杯
、

集
い
の
幕
が
開
か

れ
ま
し
た
。

岡
山
、
倉
敷
、
津
山
地
方
等
十
三
の
テ
ー
ブ
ル
毎

に
出
身
者
が
集
ま
り
、
岡
山
ば
ら
寿
司
や
ま
ま
か
り
、

地
酒
、
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
親
睦
と
交
流
を
深
め
、
戸
室

敦
雄
県
議
会
議
長
の
中
締
め
の
挨
拶
ま
で
、
和
や
か

な
歓
談
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
今
年
は
、

岡
山
国
体
の
特
別
応
援
団
を
務
め
る
有
森
裕
子
さ
ん

も
参
加
、
二
年
後
に
近
づ
い
た
国
体
を
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き

岡
山
県
出
身
者
の
大
学
生
で
構
成
さ
れ
て
い
る
青
年

会
の
学
生
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
貢
献
し
、
若
い
力
み

な
ぎ
る
県
人
の
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

知
事
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

欧
州
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を

岡
山
県
内
自
動
車
関
連
産
業
の
受
注
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
県
で
は
、
十
月
十
六
日
（
木
）

〜
二
十
一
日
（
火
）
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た

「
パ
リ
国
際
自
動
車
技
術
見
本
市
」
に
ジ
ェ
ト
ロ
、

（
財
）
岡
山
県
産
業
振
興
財
団
と
共
同
で
岡
山
県
ブ

ー
ス
を
設
け
、
県
内
企
業
十
四
社
の
出
展
・
商
談

を
支
援
し

ま
し
た
。

そ
の
結

果
、
見
本

市
会
期
中

に
外
国
企

業
と
の
商

談
成
立
や

代
理
店
契

約
等
の
実

績
が
あ
り
、

今
後
実
施

す
る
フ
ォ

ー
ロ
ー
ア

ッ
プ
も
含

め
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
見
本
市
開
催
に
併
せ
て
、
石
井
知
事
と
県

内
企
業
の
代
表
が
ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ク
ラ

イ
ス
ラ
ー
社
と
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ノ
ー
社
を
訪
問
し
、

両
社
の
役
員
と
懇
談
。
知
事
自
ら
県
内
の
自
動
車

関
連
企
業
の
技
術
力
や
「
も
の
づ
く
り
先
進
県
岡

山
」
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
両
社
の
役
員
か
ら
は
「
こ
れ
を
機
に
岡

山
と
の
関
係
を
深
め
た
い
。」
等
の
発
言
が
あ
り
、

今
回
の
訪
問
を
き
っ
か
け
に
両
社
と
県
内
自
動
車

関
連
産
業
と
の
関
係
が
深
ま
る
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

岡
山
県
と
お
か
や
ま
県
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
で

は
、
県
民
が
文
化
に
親
し
み
交
流
す
る
と
と
も
に
、

文
化
活
動
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、「
第
一
回
お
か

や
ま
県
民
文
化
祭
」
を
本
年
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で

の
三
か
月
間
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
事
業
と
し
て
、
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
分

野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
岡
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
管
弦
楽
団
に
よ
る
演
奏
会
、
岡
山
県
文
学
選
奨
、

岡
山
県
美
術
展
覧
会
な
ど
多
彩
な
事
業
を
行
い
ま
し

た
。ま

た
、
協
賛
事
業
と
し
て
、
県
民
文
化
祭
の
趣
旨

に
賛
同
し
た
創
作
活
動
を
行
う
文
化
団
体
等
が
自
主

的
に
行
う
百
五
十
三
の
催
し
が
県
内
各
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
県
民
文
化
祭
は
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら
昨
年

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
岡
山
県
芸
術
祭
を
充
実
、
発

展
さ
せ
、
国
民
文
化
祭
（
平
成
二
十
二
年
度
）
の
誘

致
・
開
催
に
向
け
気
運
の
盛
り
上
が
り
を
図
る
た

め
、「
県
民
総
参
加
型
」
の
文
化
の
祭
典
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

お
か
や
ま
県
民
文
化
祭
実
行
委
員
会

（
岡
山
県
文
化
振
興
課
内
）

電
話
０
８
６-

２
２
６-

７
４
０
３

第
一
回

お
か
や
ま
県
民
文
化
祭開催

阪神タイガース
秋季キャンプ

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
秋
季
キ
ャ
ン
プ
が
昨
年
に
引

き
続
き
、
十
一
月
七
日
〜
二
〇
日
ま
で
倉
敷
マ
ス
カ

ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
倉
敷
市
出

身
で
あ
る
星
野
前
監
督
の
も
と
、
十
八
年
ぶ
り
の
リ

ー
グ
優
勝
を
果
た
し
た
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
。
岡
田
新

監
督
や
選
手
を
一
目
見
よ
う
と
期
間
中
、
大
勢
の
フ

ァ
ン
が
球
場
に
詰
め
か
け
ま
し
た
。

歓
迎
式
典
で
は
、
星
野
前
監
督
の
母
校
で
あ
る
倉

敷
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
川
崎
医
療
福
祉
大

学
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
に
よ
る
演
技
で
ス
タ
ジ
ア

ム
内
が
盛
り
上
が
る
中
、
石
井
知
事
の
挨
拶
に
続
き

岡
田
監
督
ら
に
特
産
品
や
花
束
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
岡
田
監
督
が
「
昨
年
は
、
マ
ス

カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
で
ス
タ
ー
ト
し
優
勝
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
星
野
野
球
を
継
承
し
、
今

年
以
上
の
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
来
季
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
ま
す
ま
す

の
活
躍
と
キ
ャ
ン
プ
の
成
功
を
祈
念
し
て
、
全
員
で

タ
イ
ガ
ー
ス
マ
ー
ク
の
入
っ
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
風
船
を

空
高
く
放
ち
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
　

岡
山
県
都
市
計
画
課

（
０
８
６
）
２
２
６-

７
４
９
１

■石井知事とルノー社購買担当副社長兼ルノー・日産共同
購買会社会長のデフォルージュ氏（パリ・ルノー本社）」

■総合フェスティバル開会セレモニー（9/28 倉敷チボリ公園）

▲ 

▲ 

パ
リ

国
際自
動車技術見本

市
に

倉敷マスカット
スタジアム
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■
新
規
会
員
の
ご
紹
介

県
人
会
で
は
、
新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
職
場
、
知
人
等
で
入
会
を
希
望
さ
れ

る
方
が
お
ら
れ
る
場
合
は
、
入
会
申
込
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
住
所
等
変
更
手
続
き

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
観
光
、
特
産

品
等
の
情
報
を
提
供
し
た
り
、
会
員
名
簿
の
配

布
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
所
等
の
変
更
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
必
ず
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

■
県
人
会
会
報
に
関
す
る
ご
意
見
等
の
募
集

今
後
会
報
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
、
内

容
等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
方
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先
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静
岡
国
体
の
秋
季
大
会
で

岡
山
県
勢
総
合
13
位
！

静
岡
県
内
で
行
わ
れ
て
い
た
第
58
回
国
体
秋
季
大
会

に
お
い
て
、
岡
山
県
勢
の
天
皇
杯
順
位
（
男
女
総
合
得
点
）

は
昨
年
の
18
位
か
ら
５
つ
順
位
ア
ッ
プ
し
13
位
で
し
た
。

２
０
０
５
年
開
催
の
第
60
回
国
体
等
岡
山
大
会
に
向

け
、
着
実
に
順
位
を
上
げ
て
い
ま
す
。
東
京
岡
山
県
人
会

の
皆
様
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
九
月
に
、
竹
久
夢
二
は
生
誕
一
二

〇
年
を
迎
え
ま
す
。

岡
山
の
「
夢
二
郷
土
美
術
館
」
は
、
姉
妹
館
の

「
竹
久
夢
二
伊
香
保
記
念
館
」（
群
馬
県
）
と
共
催

で
、「
竹
久
夢
二
生
誕
一
二
〇
年
記
念
展
」
を
来

年
三
月
半
ば
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
東
京
を
皮
切

生
誕
一
二
〇
年

竹
久
夢
二

《竹久夢二　略歴》
明治17年　9月16日

岡山県邑久郡本庄村の小さな造り酒
屋に生まれる。本名、茂次郎

32年　神戸中学に入学。12月同校中退。
33年　福岡県遠賀郡八幡村大字枝光に転籍
34年　上京
35年　早稲田実業学校に入学
38年 「直言」にコマ絵掲載される。

「中学世界」に“筒井筒”が第一賞入
選し、投書家時代を終える。

42年　最初の著作「夢二画集・春の巻」発
行　ベストセラーとなり、夢二の抒
情画は天下に広まる。

大正 1年　京都府立図書館において第1回夢二作
品展覧会開催

7年　京都府立図書館において第2回竹久夢
二抒情画展覧会

昭和 6年　アメリカ・ヨーロッパへ旅立つ。
（昭和8年帰国）

9年 9月1日
富士見高原療養所で50歳の生涯を閉
じ、有島生馬氏らにより雑司ヶ谷墓
地（東京都豊島区）に埋葬される。

■生誕120年記念グッズ「夢二の猫」の紹介
（一筆せん、メモ帳、ハガキ）
夢二は動物にもやさしい眼差しで接しましたが、とりわ
け猫を多く描いています。夢二郷土美術館が所蔵する豆
本 「猫」の版木（加藤版画研究所）より、無邪気で、
おしゃれで、いたずらっ子、そしてちょっと哀愁を帯びた

“夢二の猫”たちを
再現したもの

です。

■
秋
の
い
こ
い

色
付
い
た
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
葉
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
ベ
ン
チ
に
座

る
女
性
は
、
地
方
か
ら
上
京
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、
大
き
な
信
玄
袋
、

木
綿
縞
の
着
物
そ
し
て
素
足
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
大
正
七

年
、
米
価
急
騰
に
よ
り
起
き
た
米
騒
動
は
全
国
に
波
及
し
、
上
野
公

園
に
あ
て
も
な
く
上
京
し
た
人
達
が
多
く
見
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

「
秋
の
い
こ
い
」
と
は
、
後
年
名
付
け
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
で
実
際
に
は

”い
こ
い
”
で
は
な
く
途
方
に
暮
れ
て
い
る
女
性
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

夢二郷土美術館本館
〒703-8256 岡山市浜2丁目1-32

TEL. 086-271-1000
FAX. 086-271-1730

首
都
圏
の
中
の

お
・
か
・
や
・
ま

後
楽
園
と
称
さ
れ
る
も
の
に
は
、
東
京
都
文
京
区
に
あ
る
小
石
川
後
楽
園
と
岡
山
市
に

あ
る
岡
山
後
楽
園
の
二
つ
が
あ
り
、
と
も
に
、
江
戸
時
代
の
典
型
的
な
大
名
の
回
遊
式
庭
園
で

あ

る

。

そ

の

名

称

は

と

も

に

中

国

宋

代

の

范

文

正

は
ん
ぶ
ん
せ
い

「

岳

陽

楼

記

が
く
よ
う
ろ
う
き

」

の

「
士
当
先
天
下
之
憂
而
憂
、後
天
下
之
楽
而
楽

し
は
ま
さ
に
て
ん
か
の
う
れ
い
に
さ
き
ん
じ
て
う
れ
い
　
　
て
ん
か
の
た
の
し
み
に
お
く
れ
て
た
の
し
む

」（
先
憂
後
楽
）
か
ら
つ
け
ら
れ
た
。

水
戸
藩
初
代
の
徳
川
頼
房
は
、
徳
川
家
光
か
ら
江
戸
中
屋
敷
と
し
て
与
え
ら
れ
た
地
に
、
一
六
二
九
年

（
寛
永
六
年
）
小
石
川
後
楽
園
の
築
造
を
始
め
た
。
二
代
光
圀
も
こ
れ
を
継
承
し
、
中
国
明
の
遺
臣
朱
舜
水

し
ゅ
し
ゅ
ん
す
い

の
意
見
を
用
い
て
、
中
国
趣
味
を
付
け
加
え
た
。

中
央
に
池
が
あ
り
、
四
方
に
築
山
を
配
し
て
、
各
地
の
名
所
に
ち
な
む
堂
社
や
亭ち

ん

を
建
て
た
が
、
そ
の
後
、

一
七
〇
二
年
（
元
禄
十
五
年
）
に
は
将
軍
綱
吉
の
生
母
桂
昌
院

け
い
し
ょ
う
い
ん

の
来
園
で
歩
行
障
害
と
な
る
奇
岩
大
石
を
取

り
除
い
た
た
め
、
景
趣
は
著
し
く
減
じ
、
翌
年
の
江
戸
大
地
震
で
も
損
傷
を
被
っ
た
。
明
治
維
新
で
官
収
さ
れ
、

兵
部
省
造
兵
司

ひ
ょ
う
ぶ
し
ょ
う
ぞ
う
へ
い
し

の
ち
の
東
京
砲
兵
工
廠
と
な
り
陸
軍
省
が
所
管
、
内
外
の
招
宴
場
に
用
い
ら
れ
た
が
、
関
東
大

震
災
で
建
物
の
大
部
分
が
焼
失
し
た
。
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
年
）
東
京
府
の
管
理
と
な
り
、
一
九
四
五
年

に
は
戦
災
を
被
っ
た
が
、
逐
次
整
備
さ
れ
、
一
九
五
二
年
特
別
史
跡
お
よ
び
特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
。
面
積

は
約
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

そ
の
小
石
川
後
楽
園
の
外
壁
（
平
成
十
年
に
改
修
さ
れ
た
。
１
５
３
メ
ー
ト
ル
）
に
は
、
諸
大
名
が
競
っ
て

築
い
た
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
年
）
の
江
戸
城
外
堀
普
請
（
丸
の
内
一
丁
目
鍛
冶
橋
付
近
）
で
、
当
時
松
平

新
太
郎
（
池
田
光
政
）
岡
山
藩
主
を
組
頭
と
す
る
石
垣
方
四
組
に
属
し
て
い
た
備

中
成
羽
藩
主
山
崎
甲
斐
守
（
山
崎
家
治
）
の
丁
場
の
石
垣
で
、
江
戸
城
外
堀
発

掘
調
査
の
際
に
出
土
し
た
石
垣
が
使
わ
れ
て
い
る
。
石
垣
の
石
材
は
伊
豆
半

島
も
し
く
は
真
鶴
半
島
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
石
垣

に
は
備
中
藩
山
崎
家
の
刻
印
が
掘
ら
れ
て
お
り
、
当
時
が
偲
ば
れ
る
。

（
写
真
参
照
）

り
に
全
国
六
箇
所
（
東
京
・
横
浜
・
京
都
・
大

阪
・
名
古
屋
・
岡
山
）
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
詳
細
は
未
定
）

漂
泊
と
抒
情
の
画
家
夢
二
は
、
生
存
中
そ
の
ロ

マ
ン
と
芸
術
で
一
世
を
風
靡
し
ま
し
た
。
独
自
の

情
緒
と
哀
愁
は
絵
画
を
抜
け
出
て
同
時
代
の
人
々

の
生
活
に
と
け
こ
み
、甘
美
な
リ
ズ
ム
の
夢
二
式
美

人
は
人
々
の
心
に
ふ
れ
、新
し
い
時
代
の
女
性
の

イ
メ
ー
ジ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。

没
後
、
彼
の
芸
術
は
年
を
追
っ
て
高
い
評
価
を

受
け
、
現
在
に
至
る
ま
で
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
て

い
ま
す
。
そ
の
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
夢
二
郷
土
美
術
館
の
小
嶋
光
信
館
長
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
夢
二
の
評
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
故
郷
を

知
ら
ず
し
て
、
彼
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。（
中
略
）
豊
か
な
岡
山
の
風
土
か
ら
生

ま
れ
た
、
や
や
反
権
力
的
で
、
誰
の
世
話
に
も
な

ら
な
い
と
い
う
気
概
が
底
辺
に
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
師
を
も
た
ず
画
壇
に
属
さ
ず
、
生
涯
自
由

な
作
風
を
創
り
続
け
た
彼
の
姿
勢
は
、
ま
さ
し
く

岡
山
人
な
の
で
す
。」

来
年
は
、
夢
二
生
誕
一
二
〇
年
。
岡
山
人
「
竹

久
夢
二
」
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●参考文献：江戸城の考古学

■
小
石
川
後
楽
園

│
お
か
や
ま
ゆ
か
り
の

江
戸
城
外
堀
石
垣
の
あ
る

小
石
川
後
楽
園
│

Yumeji Takehisa

●開館時間：9～17時　●休館日：月曜日（月曜日が祝日・振
替休日の場合は翌日が休館）


